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二
句
短
評

一
句
目

―
俳
句
は
時
に
強
い
否
定
の
言
い
ま
わ
し
が
、
大
き

な
効
果
を
生
む
。
こ
の
逆
転
の
発
想
が
、
見
え
な
い
も
の
ま
で

我
々
に
見
せ
て
く
れ
る
か
ら
面
白
い
。

二
句
目

―
生
活
の
中
に
祈
り
が
あ
る
。「
で
き
る
だ
け
」
に

大
根
一
本
一
本
を
大
切
に
す
る
心
が
あ
る
。
ま
る
で
お
日
様
に

願
を
か
け
て
い
る
か
の
よ
う
に
。

秋
晴
の
天
に
高
さ
の
な
か
り
け
り

う
き
は　

�

金　

子　

清　

黙

で
き
る
だ
け
空
の
近
く
へ
干
大
根

市　

原　

�

飯　

塚　

咲　

子

人
去
れ
ば
深
秋
の
風
膨
ら
み
ぬ

高　

松　

�

岩　

瀬　

由
美
子

諸
鳥
の
声
の
行
き
交
ふ
神
の
留
守

岡　

山　
�

右　

田　

清　

美

も
う
少
し
海
眺
め
た
き
小
春
か
な

長　

門　

�

大　

谷　

水
環
子

雲
淡
く
纏
ひ
て
高
し
十
三
夜	

姫　

路�

小
林　

智
子

山
茶
花
の
咲
き
継
ぐ
日
和
散
る
日
和	

加
古
川�

岩
城　

久
美

癒
え
し
眼
に
空
新
し
き
小
春
か
な	

福　

岡�

梶
原　

敏
子

カ
レ
ン
ダ
ー
配
布
十
一
月
の
句
座	

十
日
町�

小
川　

則
子

会
場
の
運
座
に
揺
る
る
芒
の
穂	

宍　

粟�

德
田　

紫
紋

石
蕗
枯
れ
て
能
登
は
海
鳴
り
山
鳴
り
に	

輪　

島�

向　

佐
ち
子

も
み
ぢ
葉
の
二
枚
を
持
ち
て
見
舞
ひ
け
り	

久
留
米�

野
口　

桂
子

投
函
の
ポ
ス
ト
の
ひ
び
き
今
朝
の
冬	

倉　

吉�

足
羽　

敬
子

海
も
ま
た
色
を
違
へ
て
片
時
雨	

高　

松�

渡
部　

全
子

木
で
あ
り
し
こ
と
を
つ
く
づ
く
萩
を
刈
る	

美　

作�

駿
河　

亜
希

紐
の
縒
り
は
つ
き
り
見
え
て
柿
吊
す	

松　

原�

加
藤　

あ
や

鴨
の
数
か
ぞ
へ
一
日
の
幸
お
も
ふ	

高　

知�

山
中　

倫
雄

凩
や
山
湖
渺
々
た
る
ま
ま
に	

高　

松�

岡
内　

公
子

過
ぎ
去
つ
て
み
れ
ば
み
な
些
事
月
を
見
る	

太
宰
府�

川
路　

泰
子

縁
側
の
端
か
ら
端
の
菊
日
和	

箕　

面�

田
村　

文
代

●
井
上
泰
至
　

選

入
選
六
十
句

特
選
五
句

花
鳥
諷
詠
選
集
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新
米
の
粥
食
む
母
の
笑
み
こ
ぼ
れ	

稲　

城�

藤
田
惠
美
子

神
の
旅
ひ
と
筋
の
み
の
龍
吐
水	

朝　

霞�

鈴
木　

月
惑

戴
き
し
百
寿
の
祝
ひ
小
鳥
来
る	

上　

越�

橋
詰
シ
ズ
エ

存
分
に
生
か
さ
れ
生
き
て
木
の
葉
髪	

高　

松�

島
谷
う
た
子

一
切
の
誕
生
ケ
ー
キ
喜
寿
の
秋	

伊　

賀�

吉
川　

博
子

長
々
と
コ
ン
テ
ナ
列
車
豊
の
秋	

北
海
道�

安
田　

豆
作

七
草
の
ひ
と
色
も
な
き
狭
庭
か
な	

鳥　

取�

石
尾　

正
子

句
仲
間
と
歩
む
句
の
道
冬
ぬ
く
し	
泉
大
津�

多
田
羅
紀
子

こ
れ
よ
り
は
風
の
も
の
な
る
木
の
葉
か
な	
神　

戸�

玉
手
の
り
子

柏
手
を
揃
へ
着
席
月
の
客	

鹿
児
島�
手
打　

桃
果

二
天
門
抜
け
て
墨
堤
小
春
か
な	

横　

浜�

永
澤　
　

功

十
月
や
十
月
桜
盛
ん
な
る	

高　

知�

長
田　

貴
代

冬
夕
焼
月
白
々
と
昇
り
ゆ
く	

渋　

川�

後
藤　

香
澄

下
り
行
く
小
さ
き
鮎
も
錆
び
色
に	

阿　

南�

谷
川　

宗
和

秋
日
傘
太
陽
少
し
軽
く
な
り	

津　

山�

池
田　

純
子

柊
の
匂
ふ
小
径
や
里
帰
り	

福　

岡�

森
田
寿
美
子

柊
の
花
や
鬼
門
は
暮
れ
易
く	

福　

岡�

井
上　

京
子

雪
吊
の
仕
上
が
る
仔
細
見
守
り
ぬ	

金　

沢�

矢
木　

桂
子

初
時
雨
病
癒
え
て
も
た
よ
り
な
く	

伊
勢
崎�

飯
塚　

德
明

新
米
に
水
加
減
な
ど
心
し
て	

行　

田�

細
村　

雅
子

和
紙
の
よ
に
晩
秋
の
日
の
透
き
ゆ
け
る	

千　

葉�

鈴
木
真
沙
枝

北
国
の
日
暮
は
早
し
秋
し
ぐ
れ	

西　

宮�

山
谷　

彰
子

そ
の
先
は
昔
色
街
酉
の
市	

香　

川�

三
宅
久
美
子

千
里
浜
の
風
の
ま
ま
な
る
磯
千
鳥	

芦　

屋�

山
岸　

正
子

神
木
を
崇
め
短
き
秋
惜
し
む	

柳　

川�

葊
松
ヨ
シ
ヱ

動
く
で
も
な
く
流
れ
ゆ
く
秋
の
雲	

福　

山�

来
山　

静
子

凩
や
満
天
の
星
磨
き
上
げ	

我
孫
子�

柳
沢
い
わ
を

産
声
を
待
て
る
霜
夜
で
あ
り
し
か
な	

青　

森�

七
戸
富
美
子

落
葉
踏
む
音
の
違
ひ
し
二
人
か
な	

大　

分�

村
上　

久
子

願
ひ
事
岩
に
語
り
て
神
の
留
守	

安　

中�

吉
田　

洋
子
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中
天
に
臥
待
月
の
夜
明
け
か
な	

米　

子�

中
村　

襄
介

し
み
じ
み
と
語
る
こ
と
あ
り
十
三
夜	

糸　

島�

春
田
美
智
子

受
け
取
め
て
前
向
き
に
生
く
木
の
葉
髪	

高　

松�

荒
井
多
美
枝

し
ん
し
ん
と
音
無
き
こ
と
も
冬
の
音	

三　

木�

松
本　

幸
平

木
偶
の
泣
き
客
も
泣
き
た
る
秋
祭	

高　

知�

川
田　

達
子

虎
落
笛
言
葉
に
な
ら
ぬ
こ
と
ば
な
り	

三　

木�

岡
本
や
す
し

小
春
日
や
随
身
門
に
差
す
光	

鳥　

取�

宮
脇　

典
子

順
番
の
あ
る
か
に
散
り
て
ゆ
く
枯
葉	
金　

沢�

宮
村　

啓
子

音
の
な
き
里
と
な
り
け
り
十
三
夜	
高　

知�

前
田
ま
こ
と

冬
め
く
や
大
川
鈍
く
光
り
を
り	

東　

京�
白
山　

素
風

傘
寿
に
も
未
来
は
あ
り
て
竜
の
玉	

加　

東�

藤
本
か
つ
ゑ

冬
構
し
て
奥
能
登
の
村
に
住
む	

金　

沢�

西
田　

梅
女

旧
友
に
俳
句
を
勧
め
文
化
の
日	

名
古
屋�

住
田　

征
夫

病
む
人
の
指
白
く
し
て
冬
に
入
る	

横　

浜�

夏
野　

猫
宙

凩
の
突
き
当
り
に
は
占
ひ
師	

札　

幌�

増
田　

植
歌

二
句
短
評

一
句
目

―
着
物
姿
か
ら
解
放
さ
れ
、
足
袋
を
脱
い
だ
時
、
何

か
が
ポ
ン
と
外
れ
た
よ
う
な
、
無
我
夢
中
の
心
境
か
ら
魂
が

帰
っ
て
き
た
よ
う
に
我
に
か
え
っ
た
一
瞬
。
さ
ら
り
と
言
っ
て

実
感
が
こ
も
っ
て
い
る
。
共
感
句
。

二
句
目

―
垣
を
低
く
し
た
と
い
う
だ
け
で
、
お
隣
り
と
の
関

係
が
よ
く
わ
か
る
。
気
遣
い
は
あ
る
が
邪
魔
で
は
な
い
。
い
い

お
つ
き
合
い
が
う
か
が
え
る
。
人
柄
も
し
の
ば
れ
存
問
の
見
事

な
句
。

足
袋
ぬ
い
で
ふ
つ
と
私
に
戻
り
た
る

熊　

本　

�

西　

村　

孝　

子

山
茶
花
の
垣
低
く
し
て
隣
り
合
ふ

加　

賀　

�

堀　

口　

紀　

子

枯
れ
き
れ
ば
光
の
無
尽
大
枯
野

高　

松　

�

信　

里　

由
美
子

木
偶
の
泣
き
客
も
泣
き
た
る
秋
祭

高　

知　

�

川　

田　

達　

子

風
立
て
ば
万
の
呻
吟
枯
は
ち
す

東　

京　

�

今　

井　

名　

津

●
東
構
東
子
　

選

特
選
五
句
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焦
げ
加
減
程
良
く
秋
刀
魚
焼
き
上
が
り	

浜　

田�

三
沢　

孝
子

雲
淡
く
纏
ひ
て
高
し
十
三
夜	

姫　

路�

小
林　

智
子

癒
え
し
眼
に
空
新
し
き
小
春
か
な	

福　

岡�

梶
原　

敏
子

森
は
今
こ
ど
も
の
世
界
木
の
実
落
つ	

米　

原�

成
宮　

伯
水

石
蕗
枯
れ
て
能
登
は
海
鳴
り
山
鳴
り
に	

輪　

島�

向　

佐
ち
子

蔓
引
き
て
余
計
に
通
草
遠
く
す
る	

八　

尾�

窪
田
由
紀
子

乱
れ
咲
く
こ
と
に
も
萩
の
矜
恃
あ
り	

福　

山�

広
川　

良
子

秋
晴
の
天
に
高
さ
の
な
か
り
け
り	
う
き
は�

金
子　

清
黙

爽
や
か
や
敗
者
に
拍
手
惜
し
み
な
く	
鳥　

取�
砂
流　

育
子

邪
鬼
を
踏
む
四
天
王
の
眼
冷
ま
じ
き	

生　

駒�
山
口　

葊
世

身
に
入
む
や
崩
れ
落
ち
た
る
投
手
の
背	

神　

戸�

金
田
八
江
子

藩
校
に
隣
る
学
舎
新
松
子	

伊　

賀�

西
澤
与
志
子

恋
や
つ
れ
ら
し
き
牡
鹿
の
虚
ろ
な
目	

長　

岡�

安
井　

里
子

人
去
れ
ば
深
秋
の
風
膨
ら
み
ぬ	

高　

松�

岩
瀬
由
美
子

ふ
る
さ
と
の
夕
日
の
色
の
柿
を
買
ふ	

宇　

部�

正
司　

道
子

特
選
の
メ
ー
ル
着
信
菊
日
和	

加　

賀�

正
藤　

宗
郎

秋
風
に
仏
の
声
を
聞
く
古
刹	

福　

山�

佐
藤　

浩
子

小
鳥
来
て
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
始
ま
れ
り	

神　

戸�

岩
水
ひ
と
み

秋
蝶
の
数
を
見
せ
た
る
日
和
か
な	

山　

形�

布
川　

國
雄

啄
木
鳥
の
揺
ら
す
大
樹
の
一
部
分	

伊　

賀�

松
村　

咲
子

荒
縄
を
自
在
に
杣
の
冬
構	

高　

山�

大
下　

雅
子

路
地
親
し
文
士
の
旧
居
朴
落
葉	

鎌　

倉�

緒
方　

初
美

へ
つ
つ
ひ
の
火
伏
の
お
札
冬
の
虫	

高　

崎�

吉
井
た
く
み

終
活
も
兼
ね
る
暮
し
の
冬
仕
度	

千　

葉�

高
橋　

靖
夫

島
日
和
秋
天
三
百
六
十
度	

下　

関�

貞
包　

清
子

地
震
に
浮
き
バ
ス
停
段
差
草
紅
葉	

石　

川�

堀
口　

道
子

冬
耕
や
畝
ふ
つ
く
ら
と
持
ち
上
が
る	

東　

京�

藤
岡　

詩
音

来
る
年
も
生
く
る
つ
も
り
の
種
を
採
る	

鹿
児
島�

串
間　

麻
衣

鴨
の
水
尾
深
き
静
寂
を
曳
い
て
ゆ
く	

大　

分�

小
山
さ
ち
子

神
苑
の
風
を
哭
か
せ
て
鵙
の
贄	

天　

理�

松
田　

吉
上

入
選
六
十
句
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一
球
に
決
ま
る
勝
敗
冷
ま
じ
や	

金　

沢�

篠
島　

安
子

大
仏
の
大
き
手
の
慈
悲
冬
ぬ
く
し	

松　

原�

吉
村
美
穂
子

時
雨
る
る
を
承
知
湖
北
の
旅
路
か
な	

泉
大
津�

山
田　

佳
音

子
等
の
声
消
え
し
分
校
銀
杏
落
つ	

福　

岡�

野
口　

明
子

人
里
に
熊
の
脅
威
の
迫
る
日
々	

山　

形�

秋
山　

廣
子

鰤
起
し
見
つ
む
漁
師
の
皺
深
く	

千　

葉�

藤
田　

考
成

柊
の
花
や
鬼
門
は
暮
れ
易
く	

福　

岡�

井
上　

京
子

色
の
ま
だ
乗
り
切
ら
ぬ
ま
ま
冬
紅
葉	
徳　

島�

吉
田　

有
子

波
の
音
持
ち
帰
り
た
き
小
春
か
な	
千　

葉�

駒
井
ゆ
き
こ

身
も
口
も
軽
く
な
り
ゆ
く
日
向
ぼ
こ	

高　

松�
宇
和
川　

厚

自
由
と
も
孤
高
の
身
と
も
鷹
の
空	

神　

戸�

光
山　

惠
子

初
鴨
の
水
脈
の
白
さ
を
重
ね
つ
つ	

大
牟
田�

森
永　

清
子

袴
著
の
必
死
に
登
る
長
き
磴	

長　

崎�

山
脇　

順
子

狛
犬
の
ど
ん
ぐ
り
ま
な
こ
神
の
留
守	

尾
張
旭�

佐
藤　

武
彦

旅
ご
こ
ろ
動
か
し
て
ゐ
る
秋
の
海	

福　

山�

早
間　

幸
枝

地
に
還
る
も
の
の
香
少
し
時
雨
あ
と	

宝　

塚�

岩
崎　

洋
子

冬
支
度
目
安
と
な
り
し
一
忌
日	

東　

京�

柿
崎　

典
子

陸
に
上
げ
漁
船
の
手
入
れ
冬
日
和	

松　

山�

門
田　

安
世

足
音
に
足
す
杖
の
音
小
六
月	

高　

崎�

塚
越　

章
江

告
白
は
ワ
イ
ン
の
新
酒
乾
し
て
よ
り	

鳥　

取�

尾
田
美
智
子

鳴
き
な
が
ら
雁
棹
に
な
り
鉤
に
な
り	

東　

京�

早
坂　

洋
子

秋
潮
や
台
場
に
志
士
の
夢
の
跡	

高　

松�

佐
々
木
宏
風

手
水
舎
の
石
文
な
ぞ
る
石
蕗
日
和	

倉　

敷�

田
口
ひ
さ
え

遠
山
の
白
さ
も
見
ゆ
る
冬
日
和	

白　

山�

辰
巳　

葉
流

音
の
な
き
里
と
な
り
け
り
十
三
夜	

高　

知�

前
田
ま
こ
と

吉
兆
の
雲
に
乗
り
換
へ
神
の
旅	

福　

岡�

井
上
波
津
子

北
を
指
す
風
向
計
の
冬
に
入
る	

大　

阪�

中
本　
　

宙

裏
返
る
朴
の
枯
葉
の
白
さ
か
な	

西　

宮�

宮
本　

露
子

散
り
終
へ
て
時
を
育
て
る
冬
木
か
な	

兵　

庫�

清
水
貴
美
代

散
紅
葉
眼
下
の
瀞
を
回
り
出
す	

前　

橋�

戸
所　

理
栄
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館
の
「『
椿
子
物
語
』
の
世
界
」
展
も
、
三

月
八
日
の
会
期
末
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

私
は
、
先
月
号
の
「
虚
子
名
品
館
」
の
筆
者

藻
井
紫
香
氏
と
昨
年
八
月
に
見
学
を
い
た
し

ま
し
た
が
、
深
見
氏
と
も
ご
縁
の
深
か
っ
た

千
原
叡
子
さ
ん
の
魅
力
が
、
老
虚
子
の
心
を

確
と
捉
え
た
こ
と
が
、
手
に
取
る
よ
う
に
わ

か
る
展
示
で
し
た
。

●
虚
子
は
老
い
た
り
と
言
え
ど
も
、
目
か
ら

色
気
を
失
わ
ず
、
心
の
し
な
や
か
さ
を
持
ち

続
け
た
よ
う
で
す
。
先
月
号
で
も
ご
案
内
し

ま
し
た
が
、
同
館
で
例
年
行
わ
れ
る
虚
子
生

誕
記
念
俳
句
祭
は
、
二
月
十
五
日
、
展
示
に

合
わ
せ
た
記
念
講
演
も
行
わ
れ
ま
す
。
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
、
お
出
で
く
だ
さ
い
。

●
昨
年
暮
れ
の
国
際
俳
句
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

レ
ポ
ー
ト
を
載
せ
ま
し
た
。
書
き
手
の
中
矢

温
氏
は
、
若
き
ブ
ラ
ジ
ル
俳
句
の
研
究
者
に

て
、
会
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
余
人
を
以

て
代
え
が
た
く
お
願
い
し
ま
し
た
。
期
待
に

違
わ
ぬ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

雪
よ
り
も
眞
白
き
春
の
猫
二
匹　
　

虚
子

　

白
猫
は
雪
よ
り
白
く
、
毛
並
み
が
豊
か

だ
っ
た
よ
う
だ
。「
二
匹
」
が
効
い
て
い
て
、

身
を
寄
せ
合
っ
て
寝
て
い
る
姿
も
彷
彿
と
す

る
。
初
春
の
光
、
寒
さ
、
そ
し
て
猫
の
体
温

が
全
体
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
虚
子
は
決
し

て
愛
猫
家
で
は
な
い
。
で
は
な
い
が
、
愛
猫

家
を
唸
ら
せ
る
だ
け
の
写
生
は
や
っ
て
の
け

た
。「
春
の
」
の
位
置
が
絶
妙
で
、
天
候
と

白
猫
と
を
見
事
に
結
節
さ
せ
て
い
る
。

●
山
田
閏
子
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
い
よ
い

よ
佳
境
。
深
見
け
ん
二
氏
の
虚
子
恋
い
の
深

奥
が
う
か
が
え
ま
す
。

●
昨
年
四
月
か
ら
続
い
た
、
虚
子
記
念
文
学

●
次
回
の
鎌
倉
で
の
全
国
大
会
は
、
九
月
十

三
日
（
日
）、
場
所
は
鶴
ヶ
岡
会
館
（
Ｊ
Ｒ

鎌
倉
駅
か
ら
徒
歩
五
分
）
で
講
演
会
・
句

会
・
懇
親
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
前
夜

祭
は
行
い
ま
せ
ん
。
宿
は
各
自
で
お
取
り
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�

（
井
上
泰
至
）

編 集 後 記

花
鳥
諷
詠
二
月
号（
通
巻
第
四
五
五
号
）

定
価
一
、二
〇
〇
円　

但
し
、
本
代
は
年
会
費
に
含
む

年
会
費
一
〇
、〇
〇
〇
円

令
和
八
年
二
月
一
日

発
行
人　

井　

上　

泰　

至

発
行
所　

公
益
社
団
法
人

日
本
伝
統
俳
句
協
会

〒
151-

００７３　

東
京
都
渋
谷
区
笹
塚
二-

一
八-

九

　
　
　
　

シ
ャ
ン
ブ
ル
笹
塚
二-

Ｂ
一
〇
一

電　

話　

〇
三-

三
四
五
四-

五
一
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三-

三
四
五
四-

五
一
九
二

定
休
日　

水
・
土
・
日
・
祝

郵
便
振
替
　
口
座
番
号
　

〇
〇
一
六
〇-

七-

一
八
六
八
二
〇

印
刷
所　

日
本
ハ
イ
コ
ム
㈱

〒
112-

００14　

東
京
都
文
京
区
関
口
一-

一
九-

二


